
教職員研究グループ活動状況報告書

伊丹市立伊丹特別支援学校代表者の所

属・職・氏名 主幹教諭 天後 毅彦

研究グループ名

（ 心理的側面からの支援・指導研究会 ）

研究テーマ分類番号（ ９ ）

(1)研究テーマ

支援を必要とする子どもたちへのより有効な支援・指導方法を見いだすために

～ 問題行動を見せる子ども達の心理的側面からの支援について考える ～

(2)研究経過及び具体的な取組

６月２０日 学習会

・場 所：伊丹市立伊丹特別支援学校

・内 容：参加者が事例を持ち寄り、それぞれについて事例検討を行い、討

議した。

・成 果：不登校児童の事例及び教師への暴言等を見せる生徒の事例につい

て協議し、対応等について共通理解することができた。

７月１９日 学習会

・場 所：伊丹市立伊丹特別支援学校

・内 容：講師を招聘し、心理検査に関する研修会を行った。

・講 師：臨床発達心理士

・成 果：バウムテスト、風景構成法等の心理検査の概要について理解を深

めることができた。

９月１２日 事例検討会

・場 所：伊丹市立伊丹特別支援学校

・内 容：不登校傾向の生徒の事例について協議を行った。

・講 師：臨床発達心理士

・成 果：登校への促し、登校時での対応等について助言を受け、理解を深

めることができた。

１０月１０日 事例検討会

・場 所：伊丹市立伊丹特別支援学校

・内 容：広汎性発達障害と診断を受けている不登校児童について、登校に

向けて協議を行った。

・講 師：臨床発達心理士

・成 果：対象児の特性の把握と支援、また保護者への支援について助言を

受け、具体的な支援等について学習することができた。

１１月１４日 事例検討会

・内 容：不登校傾向を見せ始めた生徒への事例について討議を行った。

・場 所：伊丹市立伊丹特別支援学校

・講 師：臨床心理士

・成 果：講師から対象生徒への登校刺激、登校時の対応、家庭での対応等

について助言を受け、具体的な対応等について学習することがで

きた。


